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『
東
皐
琴
譜
』（
杉
浦
琴
川
編
纂
一
七
一
〇
自
序
）
は
、
邦
人
撰
琴
譜
集
の
嚆
矢
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
曹
洞
宗
寿
昌
派
第
三
十
五
世

の
正
宗
・
東
皐
心
越
禅
師
（
一
六
三
九
〜
一
六
九
五
）
の
東
渡
に
際
し
、
禅
師
自
身
が
か
の
地
で
学
び
将
来
し
た
明
末
浙
派
琴
曲
の
小
操

を
多
く
所
収
し
、
か
つ
新
旧
の
詩
詞
を
採
取
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
日
本
琴
学
再
興
二
百
五
十
年
の
日
月
の
流
れ
の
中
で
、
学

ば
れ
歌
わ
れ
る
に
際
し
て
実
際
に
現
場
で
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
中
の
最
も
重
要
な
琴
譜
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
経
書
の
断

片
ば
か
り
か
唐
詩
や
宋
詞
体
が
唐と
う
い
ん音
を
も
っ
て
直
接
江
戸
人
士
の
口
の
端
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
琴
学
再
興
後
の
盛
衰
と
該
譜
の
普
及
度
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
後
の
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
の

古
文
辞
、
す
な
わ
ち
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
の
蘐
園
学
派
を
中
心
と
し
た
唐
音
学
習
熱
と
相
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
邦

唐
音
学
習
史
上
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
（
中
山
久
四
郎
『
唐
音
十
八
考
』、
有
坂
秀
世
『『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』、
神
田
喜
一
郎
『
日
本
填
詞
史
話
』

な
ど
参
照
）
と
も
な
る
。



―60―

　
『
東
皐
琴
譜
』
は
麾
下
の
大
身
杉
浦
琴
川
（
一
六
七
一
〜
一
七
一
一
）
編
纂
に
な
る
も
の
を
正
本
（
五
十
七
曲
本
）
と
す
る
が
、
故
あ
っ
て

こ
れ
は
公
刊
さ
れ
ず
、
巷
間
に
広
ま
る
こ
と
な
く
秘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
正
副
浄
書
の
稿
本
も
三
百
年
後
の
平
成
年
間
に

よ
う
や
く
浄
書
稿
本
の
一
部
分
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
長
い
間
佚
書
と
さ
れ
行
方
知
れ
ず
で
あ
っ
た
。

　

禅
師
直
伝
の
杉
浦
琴
川
に
学
ん
だ
小
野
田
東
川
（
一
六
八
四
〜
一
七
六
三
）
が
初
期
に
用
い
た
琴
川
撰
四
十
八
曲
本
、
同
じ
く
東
川
の

後
期
に
撰
し
た
初
学
十
六
曲
本
、
後
れ
て
児
玉
空
空
撰
三
十
三
曲
本
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
師
承
に
よ
り
、
授
受
の
際
に
転
写
さ
れ
抄
写

本
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
版
本
と
し
て
は
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
に
至
り
、
は
じ
め
て
十
六
曲
本
の
一
種
・
鈴
木
蘭
園
版
刊

本
が
公
刊
さ
れ
、
以
来
、
幕
末
に
至
る
ま
で
に
菊
池
遷
甫
版
刊
本
、
大
江
玄
甫
版
刊
本
、
児
島
鳳
林
版
刊
本
の
お
お
よ
そ
四
種
の
公
刊

本
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

市
野
迷
庵
（
一
七
六
五
〜
一
八
二
六
）、
名
は
光
彦
、
字
は
俊
卿
、
別
に
子
邦
。
篔う
ん

窓
の
他
に
迷
庵
、
酔
堂
、
不
忍
池
漁
な
ど
と
号
し
た
。

迷
庵
と
は
晩
年
の
号
で
、
江
戸
市
井
の
考
証
学
者
に
し
て
渋
江
抽
斎
の
恩
師
で
も
あ
る
。

　

伊
勢
白
子
の
住
人
六
世
の
祖
市
野
重
光
が
、
江
戸
の
神
田
に
出
て
質
舗
を
開
き
、
四
世
の
孫
某
は
性
賢
に
し
て
学
を
好
み
、
そ
の
男

光
紀
に
香
川
氏
を
配
し
迷
庵
を
得
た
。

　

迷
庵
は
年
少
に
し
て
そ
の
祖
父
の
遺
愛
書
を
読
ん
で
奮
起
、
学
業
を
黒
沢
迂
仲
、
他
に
経
書
・
六
芸
、
中
に
も
琴
学
を
研
鑽
し
、
さ

ら
に
は
聖
堂
で
林
述
斎
の
講
義
を
受
け
、
平
沢
旭
山
、
市
川
寛
斎
等
と
交
っ
た
が
、
年
三
十
に
し
て
思
う
所
あ
っ
て
交
遊
を
尽
く
謝
絶

し
、「
廬
を
結
び
て
人
境
に
在
り
、
而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し
」
と
ば
か
り
、
神
田
の
廛
市
に
在
っ
て
専
ら
そ
の
本
業
に
従
事
し
た
が
、

余
暇
は
考
証
と
琴
書
に
耽
溺
し
た
の
で
あ
る
。

　

十
余
年
の
後
、
再
び
市
中
に
出
で
て
旧
交
を
尋
ね
る
も
も
は
や
そ
の
多
く
は
老
病
の
境
に
あ
り
、
た
め
に
さ
ら
に
深
居
し
て
読
書
弾
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琴
し
世
と
接
せ
ず
に
没
し
た
と
い
う
。
ま
た
当
時
の
考
証
学
者
・
狩
谷
掖
斎
も
ま
た
市
井
に
あ
っ
て
古
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
両
人
の

相
交
る
こ
と
甚
だ
兄
弟
の
如
く
に
密
で
あ
っ
た
と
。
文
政
九
年
八
月
十
四
日
歿
す
。
年
六
十
二
。

　

な
お
、
慶
大
・
斯
道
文
庫
に
は
迷
庵
自
筆
稿
本
『
篔
窓
摘
藁
』
が
あ
り
、
就
中
、
偶
々
江
戸
の
琴
事
に
触
れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
迷

菴
手
抄
『
東
皐
琴
譜
』
は
琴
川
本
四
十
八
曲
の
目
録
と
、
こ
の
中
か
ら
東
川
撰
初
学
十
六
曲
を
抜
い
た
三
十
二
の
小
操
の
減
字
譜
が
所

収
さ
れ
、
迷
庵
学
琴
の
痕
跡
が
記
さ
れ
る
江
戸
市
井
琴
学
史
上
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

　

東
皐
心
越
禅
師
は
東
渡
後
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
最
終
的
に
は
水
戸
公
・
徳
川
光
圀
卿
の
援
助
の
下
、
水
戸
は
曹
洞
宗
岱
宗
山
天
徳

寺
（
禅
師
の
遷
化
後
、
天
徳
寺
を
移
し
跡
地
を
も
っ
て
寿
昌
山
祗
園
寺
と
な
し
禅
師
を
し
て
開
山
第
一
世
と
し
た
）
に
入
山
開
堂
し
明
末
曹
洞
禅
を
大

い
に
鼓
吹
し
、
日
本
の
禅
界
に
新
風
を
吹
き
込
む
が
、
一
方
で
は
一
箇
の
傑
出
し
た
禅
僧
で
あ
る
以
上
に
、
明
末
清
初
当
時
の
士
大
夫

階
級
一
般
の
学
問
芸
術
を
一
通
り
修
め
て
い
た
た
め
、
却
っ
て
明
末
文
人
の
実
際
の
雛
形
と
し
て
期
待
尊
重
さ
れ
、
江
戸
は
天
和
か
ら

元
禄
期
を
迎
え
る
に
あ
っ
て
、
太
平
百
年
よ
う
や
く
開
花
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
文
芸
界
の
人
士
間
に
、「
僧
中
に
真
儒
あ
り
」
と
喧

伝
持
て
囃
さ
れ
、
琴
学
や
篆
刻
を
は
じ
め
と
し
、
書
画
、
こ
と
に
隷
書
（
八はっ
ぷ
ん分
）、
さ
ら
に
は
宋
詞
体
を
も
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

禅
師
は
浙
江
省
金
華
府
婺
郡
浦
江
県
の
俗
姓
蒋
氏
（
母
は
陳
氏
）
の
家
に
生
ま
れ
、
諱
を
興
儔
、
字
は
心
越
、
初
名
を
兆
隠
、
別
に

東
皐
と
号
し
た
が
、
多
く
は
東
皐
心
越
と
自
署
し
た
た
め
、
巷
間
こ
れ
に
倣
っ
て
東
皐
心
越
禅
師
、
ま
た
徒
略
し
て
東
皐
禅
師
、
心
越

禅
師
と
呼
ば
れ
、
渡
来
直
後
し
ば
ら
く
長
崎
興
福
寺
に
錫
を
留
め
た
こ
ろ
に
は
そ
の
山
名
を
と
っ
て
東
明
心
越
と
名
乗
っ
た
。


